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市民アイデア・提言募集結果 

 

 平成２１年１月１５日から３月３１日まで募集していた市民アイデア・提言については、

２２の個人や団体から８２件の意見・アイデア・提言が寄せられました。 
 寄せられた内容について以下の分野に整理しました。 

１．まちづくり全般に関して（20 件） 

①高齢者が増える時代として住みよい街をつくること。 
②緑があり、空気と水がきれいでジョギングなど体を十分に動かせる場所が多い明るい

まちをつくること。 
③いつまでも大都市札幌のベッドタウンに甘んじていては不可。独立都市としての整備

計画を策定すべき。 
④福祉、自然環境、教育環境、趣味、スポーツ、文化は均等がとれていて満足している。

⑤現時点の市民感覚は市政に不満や期待する施策はあまりなく、傍観者的な人が多いよ

うに思うが、数十年先までは予測できなくとも、５年先、１０年先くらいの世界は考

えてもらいたいと思う。市の担当者はもっと頻繁にサテライト講座を開き、未来構想

を語るべきである。 
⑥市民同士のコミュニケーション不足は深刻である。趣味の付き合いをしている人は多

いと思うが、隣同士ではどうか。このような現象の打開は国ではなく地方自治体の仕

事である。知恵を出し、その地にあった手法で地域づくりをして行く事が望ましい。

住民の住民のための自治を。 
⑦現在「エコミュージアム」を推進中であるが、市民一人ひとりが自分たちを意識し、

自分たちのまちを見直し未来ある北広島市を持続しようというものであり、なすこと

全ては未知であり、行ったり来たりの時期もあると思うが、多少の失敗を恐れず推進

してほしい。 
⑧まちづくりの構想の基本はコンパクトさを案とすべしと思う。 
⑨人口減少時代に対応できる自治体を目指してほしい。コンパクトに機能の集約した役

所とまちは普段の生活に必要な機能だけのエキスにのみ徹したものである。 
⑩市長を動かすこと、市民の力を借りること、市民の知恵を生かすこと、等々にあまり

力が入っていないのではないかという気がする。市民と共に 21 世紀時代を進めてゆく

としているが、行政でやる仕事には市民一人ひとりが自己判断すべきことまで市税を

使って行うべきではない。 
⑪安心とは個人の感覚、判断、思い込みであり、外国語にはない言葉である。安心のた

め市民の意図しない税金の使い方に工夫がほしい。 
⑫自然を残して発展していきたいのなら、芸術の森の様な場所を造り、週末はイベント

を開催すれば良いと思う。 
⑬道都大学と連携してまちづくりを進めることを提案する。大学内には色々な学部があ

るのでたくさんの学生に協力してもらえばたくさんのアイデアが生まれてくると思

う。例えば廃校になった校舎に住んでもらい、放課後に小・中学生の勉強を見てもら
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い遊んだりするなど積極的な交流を図る。 
⑭大学生の就職などの相談に応じ、団地の一軒家にご両親と共に住んで、結婚もして子

どもを生んでもらう。費用や年月もかかるが、若い皆さんに夢を託すのが一番かと思

う。 
⑮市内の各地域が限界集落とならないよう、また年寄り、若年者に適したまちづくりを

期待する。 
⑯島松川付近に市民のいこいの場（公園）を整備していただきたい。魚釣りもできるよ

うな家族で遊べる所をつくり、野菜や花の苗などの販売や、喫茶・軽食コーナーなど

を設けてはどうかと思う。イベントも出来るような広々とした空間を水辺に置くこと

で多くの人に安らぎを与えることができるのではないか。 
⑰住民の共通意識として美観を図り、（特に住居の色彩の規制）日本有数の老人の楽園と

なるよう整備する。 
⑱空地、空家が散見されるが、年金世帯誘致策、耐震、ソーラー導入等に対する補助制

度の充実を望む。 
⑲誰もが気軽にまちづくりに参加できる市民活動センターを設置する。 
⑳子どもの権利条例を生かしたまちづくりをする。 

２．環境に関して（4件） 

①緑豊かな北広島の環境を次世代に受け継ぐために、環境保全活動をすすめる。 
②市民と協力して、市内の環境監視体制の強化をすすめる。 
③ごみゼロのまちを目指して、紙類や大型資源ごみの減量化と資源化をすすめる。 
④北海道の植樹計画と連動し、それを上回る植樹緑化計画の推進。 

３．教育に関して（9件） 

①いじめのない学校、社会づくりをする。学生や社会人が安心して相談できる施設をつ

くることにより、自殺などの防止にもつながる。 
②小学校の給食センターの建替え時には、自校方式（親子方式）にする。 
③学校給食にもっと地場の食材を使う。 
④学校給食の食器を木製や磁気のものへ切り替えていく。 
⑤スクールソーシャルワーカーの配置をすすめる。 
⑥小中学校の学校図書館に専任司書を配置する。 
⑦乳幼児から大人になるまで一貫した支援が受けられるように特別支援教育を充実す

る。 
⑧特別支援に関わる教職員、保護者、地域の人々の研修の充実を図る。 
⑨小中学校での教育活動に市民によるお手伝いスタッフを有効に活用できるようにす

る。 

４．子育てに関して（8件） 

①子育てしている身としては、冬でも遊べる施設があったらいいのにと思う。白石区の

川下公園のような。 
②安心して地域で子育てができる環境をつくり、まち全体で子育てを応援する仕組みを

つくる。 
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③産後サポートを充実する。 
④市内に出産できる産婦人科を誘致する。 
⑤子育ての相談をしたり、気軽に訪れることのできる親子ひろばを各地域に設置する。

⑥統廃合後の小学校に、優先的に子ども施設を設置する。 
⑦託児のついている、子育て中のお母さんの学習する機会やイベントを増やす。 
⑧中学校区に一つ児童センターを設置し、中高生も利用できるように夜間開放を行う。

５．高齢者・障がい者などの福祉に関して（7件） 

①新聞に６５歳以上運転免許返上のかわりに身分証明として住基カードを無料交付して

いる記事があった。高齢者の運転は非常に危険だと感じている。北広島市でも高齢者

が運転免許を返上しても良いという案を考えてほしい。 
②市の遊休地を提供して民活で格安の有料老人ホームや訪問看護ステーション等を建

設。 
③高齢者、子どもや障がい者が気軽に集えるサロンのような交流拠点を各地域につくる。

④高齢者がお互いに助け合って生活できるような共同住宅をつくる。 
⑤高齢者が働いたり、活動したりできる生きがいの場を増やす。 
⑥高齢になっても、除雪やごみ出しができるような助け合いのシステムづくりをする。

⑦エルフィンパーク内に常設の福祉ショップをつくる。 

６．医療に関して（3件） 

①医療福祉の充実。 
②健康づくりの核になる保健センターを新設する。（2 件） 
③地域に安心して入院できる病院や、訪問診療を行う病院を増やす。 

７．産業・雇用に関して（10 件） 

①働く場所があり、安心して生活できるまち。 
②今の若い人たちが働ける場を作っていただきたい。今の若い人たちが年金や税金を払

える体制を作らなければ循環ができず将来が不安。 
③子どもや高齢者や障がい者の補助も大切だが、同時進行で若者の働く場を考えてほし

い。 
④現在は、飲食店も衣料品店もさほど良い店が無く、完全にベッドタウン化しているの

で、この土地に人が来てお金を落としてもらえる施設があったらいいのにと思う。 
⑤体育館に常設の健康チェックコーナーを設け、保健師か看護師、トレーニングのため

のインストラクター・アドバイザーとしての若者を雇用する。 
⑥団地内に商店や食堂を自由に建設できるよう市街地規制を撤廃し活力を取りもどす。

⑦企業の社会貢献活動の促進を進める。 
⑧市内に女性や障がい者の働く場所を増やす。 
⑨市民参加で商店街を再生する。 
⑩コミュニティビジネス支援を拡充する。 

８．交通・除雪に関して（9件） 

①冬期の高齢者の運動不足解消、健康維持のために、体育館で軽いトレーニングをする

ために送迎バスを市内に循環させてほしい。収入に応じて低所得者には無料パス、そ
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の他の方々にはあらかじめ回数券などを購入してもらい、健康な老人を増やす。 
②高齢者の積極的な外出を促す施策として交通費の助成を行っていただきたい。 
③地域に高齢者が近くのスーパーなどに買い物が出来るようなバスやタクシーを週に１

度でもいいから走らせてほしい。 
④駅等の数箇所を拠点場所として低廉な料金の路線バスの循環化を図る。 
⑤マイクロバスや小型バスで、交通の不便を解消するためコミュニティバスを導入する。

⑥ワンコインで利用できる、地域循環バスを導入する。 
⑦エルフィンパークでの自転車の運転を禁止するなどマナー向上を図ること。 
⑧除雪等のため路上駐車を強く規制する。 
⑨市民の一番の要望は除雪・排雪と思う。 

９．住環境に関して（5件） 

①良好な自然環境を維持、向上させ、静かにおだやかに暮らせる住環境の整備をする。

②住宅地の通行車両減と速度減による静かな住環境の創出。（特に大型車両の通行） 
③放置している舗装の歩道を修繕する。 
④老朽化した公園の遊具を取り替えるなど、整備点検を行い地域の公園を充実する。 
⑤築山、川遊び、木登り、ボール遊びなど自由に遊べる公園をつくる。 

１０．市役所・行政に対する意見（7件） 

①職員数の削減と議員数の削減が早急の課題である。担当する職員数は団地造成時の想

定人口８万人の人口の下に採用しているのではないか。 
②レベルの低い職員が多い。 
③地方議員数においても削減は早急の課題である。国もいよいよ国会議員の人数を減ら

す取組みに入ってきた。仕事が無いのに人数が多すぎる。 
④市で行っている期日前投票の立会人や関係者の人数の多さに無駄を感じる。 
⑤出生届時の手続きがたくさんあり、小さい子どもとあちこち行かねばならず大変だっ

た。できればオムツ用ゴミ袋の配布や、誕生記念樹のいる・いらないの確認は出生届

の窓口で聞いてもらいたい。 
⑥市役所の部署ごとに直通の電話番号を新設してほしい。 
⑦市役所に直接意見や苦情などが伝えられる窓口や電話番号を設ける。 

 


